
と
立
ち
寄
っ
た
図
書
館
で
、
４
年
間
の

大
学
生
活
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
よ
う

な
本
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
こ
の
展
示
を
企
画
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
、
学
生
生
活
に
密
着
し
た
図

書
展
示
が
で
き
る
の
は
大
学
図
書
館
な

ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
現
在
、
本
館
と
北
図
書
館
で

は
「
全
国
読
書
マ
ラ
ソ
ン
・
コ
メ
ン
ト

大
賞
連
携
図
書
展
示
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
「
全
国
読
書
マ
ラ
ソ
ン
・
コ

メ
ン
ト
大
賞
」
は
、
全
国
大
学
生
協
連

合
会
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
全

国
の
大
学
生
を
対
象
に
読
書
の
感
想

を
募
る
も
の
で
す
。
２
０
１
７
年
度
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主な記事紹介

附
属
図
書
館
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
一

つ
に
、
図
書
展
示
が
あ
り
ま
す
。
北
図

書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
前
や
本
館
の
オ
ー

プ
ン
エ
リ
ア
な
ど
、
目
に
つ
き
や
す
い

場
所
で
実
施
し
て
い
る
の
で
、
ご
覧
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
日
は
こ
の
紙
面

を
お
借
り
し
て
、
附
属
図
書
館
と
北
大

生
協
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
図
書
展

示
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

４
月
、
北
大
に
新
入
生
を
迎
え
る
時

期
に
、
北
図
書
館
で
は
「
よ
う
こ
そ
北

大
へ
！
新
生
活
を
彩
る
、
役
に
立
つ
、

や
る
気
が
で
る
！
お
す
す
め
本
」
と
題

し
た
図
書
展
示
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
展
示
は
「
一
部
の
本
に
つ
い
て
は
同

じ
も
の
が
北
大
生
協
で
は
購
入
で
き
、

北
図
書
館
で
は
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
、
実
施

し
た
も
の
で
す
。
展
示
し
た
本
は
「
レ

ポ
ー
ト
・
論
文
の
書
き
方
」
、
「
ラ
イ
フ

ス
キ
ル
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
、

「
新
生
活
応
援
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
か

ら
選
び
ま
し
た
。
自
分
の
学
生
時
代
を

思
い
出
し
て
み
る
と
、
入
学
し
た
ば
か

り
の
時
に
は
、
大
学
生
活
へ
の
不
安
を

解
消
し
た
り
、
レ
ポ
ー
ト
執
筆
の
方
法

を
学
ん
だ
り
で
き
る
本
が
図
書
館
に
あ

る
と
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
そ
ん
な
人
で
も
、
ふ
ら
っ

に
は
４
７
７
８
点
も
の
応
募
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
の
中
か
ら
、
金
賞
や
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
賞
・
ナ
イ
ス
ラ
ン
ナ
ー
賞

等
が
選
出
さ
れ
、
入
賞
者
に
は
豪
華
な

賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
す
。
金
賞
の
賞
品

は
な
ん
と
図
書
カ
ー
ド
３
万
円
だ
そ
う

で
す
。
昨
年
度
は
北
大
生
が
見
事
、
銅

賞
と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
賞
に
入
賞
し
ま
し

た
！
現
在
附
属
図
書
館
で
展
示
し
て
い

る
の
は
、
歴
代
の
金
賞
受
賞
作
、
及
び

過
去
の
入
選
作
品
の
本
の
う
ち
、
附
属

図
書
館
の
所
蔵
分
で
す
。
普
段
の
展
示

は
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
本
の
み
を
並
べ
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
展
示
で

は
、
コ
メ
ン
ト
の
ポ
ッ
プ
も
一
緒
に
展

示
し
て
い
ま
す
。
コ
メ
ン
ト
を
読
む

と
、
全
国
の
大
学
生
が
ど
ん
な
こ
と
を

感
じ
な
が
ら
そ
の
本
を
読
ん
だ
の
か
が

わ
か
る
の
で
、
次
に
読
み
た
い
本
を
探

す
手
が
か
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
厳

選
し
た
一
冊
を
持
っ
て
夏
休
み
を
迎

え
、
読
書
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。

附
属
図
書
館
は
、
こ
の
よ
う
な
図
書

展
示
を
通
し
て
学
生
さ
ん
の
読
書
活
動

を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

教
職
員
や
学
生
さ
ん
に
よ
る
図
書
展
示

企
画
の
持
込
み
も
大
歓
迎
で
す
。
今
後

も
連
携
企
画
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

四
面-

五
面	

第
６
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
「
北
大
百
景
２
０
１
８
」
審
査
結
果
発
表
!!	

六
面	

こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
る
53 

死
を
め
ぐ
る
沃
野	

 

渡
邊 

 

誠

八
面  

文
化
財
（
予
備
軍
）
へ
行
こ
う　
第
２
回
　�

○

北
海
道
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
院

北
海
道
大
学
客
員
准
教
授

角

 

哲

Opinion!

附属図書館と北大生協の
連携図書展示

北海道大学附属図書館
利用支援課 調査支援担当

杉山　あかね

きぼうの虹フォトコンテスト特選作品
「独り」木村　仁さん（工学部）
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いじわるじいさん
米
国
ミ
ネ
ソ
タ
州
ダ
ル
ー

ス
に
学
会
参
加
の
男
達
に

つ
い
て
行
っ
て
来
た
。
五

大
湖
は
ス
ペ
リ
オ
ル
湖
の

湖
岸
都
市
。
上
下
に
動
く

巨
大
な
橋
や
、
ビ
ル
街
を
縦

横
に
渡
る
空
中
通
路
（
ス

カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
）
が
興
味

深
く
、
街
の
郵
便
局
で
保

安
検
査
を
さ
れ
て
驚
き
も

し
た
▼
地
元
の
人
の
案
内

で
湖
沿
い
に
郊
外
に
行
く
。
男
達
は

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得

し
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
停
車
し
て
川
に

下
り
、イ
ワ
ナ
釣
り
を
開
始
。
私
は
森

の
匂
い
の
濃
い
藪
や
川
辺
を
う
ろ
つ

き
、
隘あ

い

ろ路
で
思
い
が
け
な
い
花
を
見

つ
け
た
。
白
い
花
の
こ
れ
は
エ
ン
レ

イ
ソ
ウ
？
▼
毎
年
北
大
植
物
園
で
エ

ン
レ
イ
ソ
ウ
を
見
、
藻
岩
山
で
は
ヒ

ト
リ
シ
ズ
カ
な
ど
と
一
緒
に
眺
め
た

が
、
今
年
は
ま
だ
見
て
い
な
か
っ
た
。

こ
こ
北
米
で
出
会
う
と
は
。
不
慣
れ

な
地
で
友
達
に
会
っ
た
よ
う
に
嬉
し

か
っ
た
。
小
ぶ
り
な
ヤ
エ
ザ
キ
エ
ン

レ
イ
ソ
ウ
だ
っ
た
▼
ホ
テ
ル
に
戻
る

と
た
ち
ま
ち
米
国
の
現
実
。
テ
レ
ビ

画
面
の
幼
子
の
泣
く
姿
に
く
ぎ
付
け

に
な
る
。
ニ
ュ
ー
ス
タ
イ
ト
ル
は
移

民
危
機
。
不
法
移
民
の
親
子
分
離
の

映
像
が
繰
り
返
し
流
さ
れ
る
。
親
達

は
巨
大
な
檻お

り

の
よ
う
な
仕
切
り
の
中

に
収
容
さ
れ
て
い
た
▼
親
と
幼
子
に

と
っ
て
、
こ
れ
以
上
の
苦
し
み
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。
親
子
が
林
を
歩
き
野

の
花
と
触
れ
あ
え
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
だ
。 

（
今
日
子
）

北
大
生
協
で
は
、
毎
年
６
月
に
全

国
大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
が
主

催
す
る
「
全
国
環
境
セ
ミ
ナ
ー
」
に

複
数
名
の
学
生
を
派
遣
し
て
、
全
国

の
大
学
の
環
境
活
動
の
取
組
み
の
学

習
や
交
流
を
し
て
、
そ
の
成
果
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

北
海
道
大
学　

文
学
部
２
年

竹
渕　

啓
祐

今
年
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
２
０
０

人
を
越
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し

た
。
常
に
５
～
６
人
単
位
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
そ
の
都
度
グ
ル
ー
プ

で
意
見
交
流
す
る
と
い
う
形
式
で
進

行
し
た
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
活
気

に
満
ち
た
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

印
象
に
残
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

１
日
目
は
世
界
や
日
本
に
山
積
す

る
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
び
つ
つ
、

個
々
人
の
生
活
に
目
を
移
し
て
自
分

た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
共

有
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
環
境
活

動
を
行
う
意
義
と
は
何
か
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
内
で
議
論
が
行
わ

れ
、
非
常
に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
終
盤
に
は
宮
城
教
育
大

学
前
学
長
で
あ
る
見
上
一
幸
先
生
が

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
※
と
教
育
」
に
つ
い
て

講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演
で

は
、
大
学
と
生
協
・
学
生
委
員
会
の

協
力
や
大
学
同
士
の
協
力
に
つ
い
て

触
れ
ら
れ
、「
ひ
と
り
も
置
き
去
り

に
す
る
こ
と
な
く
同
じ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

に
取
り
組
む
」
こ
と
の
必
要
性
を
教

え
て
頂
き
ま
し
た
。

２
日
目
に
は
分
科
会
形
式
で
、
各

大
学
の
学
生
委
員
会
と
認
定
特
定
非

営
利
法
人
・
樹
恩
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
が
参
加
し
た

分
科
会
で
は
樹
恩
の
間
伐
材
を
用
い

た
割
り
箸
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

樹
恩
の
担
当
者
の
方
が
、「
多
く
の

方
は
割
り
箸
が
環
境
に
悪
い
と
い
う

印
象
を
持
っ
て
い
て
、
な
か
な
か
割

り
箸
を
使
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と
が

あ
る
」
と
話
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。
森
林
の
手
入
れ
を
す
る

際
に
発
生
し
た
間
伐
材
を
用
い
た
割

り
箸
は
、
売
上
も
森
林
保
全
の
た
め

に
使
わ
れ
る
の
で
、
環
境
に
優
し
い

も
の
な
の
で
す
。
北
大
の
生
協
食
堂

で
も
下
川
町
の
間
伐
材
を
用
い
た
割

り
箸
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利

用
者
に
こ
う
し
た
事
情
を
周
知
し
て

い
く
こ
と
も
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

各
大
学
の
展
示
企
画

セ
ミ
ナ
ー
の
展
示
企
画
で
は
広
島

大
学
・
富
山
大
学
な
ど
の
学
生
委
員

会
が
実
際
に
行
っ
て
い
る
環
境
活
動

が
展
示
形
式
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
生
協
店
舗
で
販
売
し

た
使
用
済
み
弁
当
容
器
の
回
収
に
応

じ
て
く
れ
た
学
生
に
く
じ
を
引
い
て

も
ら
い
、
抽
選
で
生
協
店
舗
で
使
え

る
割
引
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と

い
っ
た
、
参
加
す
る
一
般
の
学
生
に

も
メ
リ
ッ
ト
を
提
示
す
る
よ
う
な
活

動
が
印
象
的
で
し
た
。

環
境
問
題
に
向
き
合
う
た
め
に

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
全
体
で
も
、

「
環
境
活
動
を
行
い
つ
つ
、
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
で
き
る
よ
う
に
す
る
。」

と
い
う
方
向
性
で
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
『
環
境
活
動

を
企
画
し
、
運
営
し
て
い
く
人
に

も
、
参
加
者
と
し
て
環
境
活
動
に
携

わ
る
人
に
も
無
理
な
く
環
境
問
題
に

向
き
合
っ
て
欲
し
い
』
と
い
う
想
い

か
ら
、「
エ
コ
ケ
ッ
チ
」
と
い
う
言

葉
（
環
境
に
優
し
い
生
活
を
心
が
け

つ
つ
、
水
道
代
や
電
気
代
を
節
約
す

る
と
い
う
意
）
も
本
セ
ミ
ナ
ー
の
中

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
、

「
エ
コ
ケ
ッ
チ
」
な
生
活
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＝「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
総
会
に
て
採
択
さ

れ
た
。

環境活動を持続するには
「エコケッチ」な生活スタイルはいかがですか？

全国環境セミナー（in 宮城教育大学）
参加報告
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菱葺屋根と北大の歴史的建築物
台湾演習林事務室の屋根は菱葺屋根（ひしぶきやね）というも

ので、台湾の日本建築で菱葺屋根が使われているのはここだけか
と思われます（写真１・２）。この菱葺屋根は軽量で雪に強いこと
から、北海道開拓期の洋風建築に愛用されていました。札幌農学
校から歴史が始まっている北大には、北海道開拓期に作られた洋
風建築が多く残されています。そこで、この菱葺屋根に注目して
北大の歴史的建築物を調べてみたのですが、奇妙なことにそれぞ
れの建築物の説明には菱葺屋根に関する記述はありませんでした。
そのため写真などから判断したところ、以下の建築物にこの菱葺
屋根が使われていることがわかりました。

年代順に並べると、国の重要文化財・札幌農学校第２農場（モ
デルバーン）の建築群（1877）、重要文化財・旧札幌農学校演舞
場の時計台（1878）、重要文化財・北大植物園建築物群（1882）、開拓の村の恵迪寮渡り廊下（1905）、有形
文化財・旧林学教室の古河講堂（1909）、北大文学部二風谷研究室（旧マンロー邸）（1933）、国登録有形文化
財・北大苫小牧研究林森林記念館（1935）などがありました。

台湾演習林事務室になぜ菱葺屋根が？
雪が降らない台湾でも洋風建築に菱葺屋根は少数ありますが、日本建築には陶器製の瓦屋根が基本です。と

ころが、この台湾演習林事務室だけは日本建築にも関わらず、瓦屋根ではなく菱葺屋根なのです。設計図の段
階では菱葺屋根ではありませんが、いったい誰が何のために菱葺屋根にしたのでしょうか？

この演習林事務室は1920年３月に新築されていることから、この時台湾演習林の初代主任であった籠田又平
が菱葺屋根に関与しているのは間違いありません。そしてまた、籠田こそが次回紹介する北大珈琲の歴史を拓

いた人物だと思われます。籠田は北大林学実科卒で、菱葺屋根
の古河講堂で学んだ後、1917年７月から1921年６月まで赴任
しています。おそらく籠田は、雪が降らない台湾でも北大で慣
れ親しんだ菱葺屋根を使うことで、台湾演習林に北大らしさを
求めたのでしょう。前回述べたように台湾では300人を超える
先輩達が台湾各地で活躍していましたが、北海道から遠く離れ
た台湾で暮らす先輩達にとって、この演習林事務室は台湾にお
ける北大の象徴となったに違いありません。本稿で後に紹介す
る北大紅茶の新井耕吉郎が魚池村に紅茶試験支所を作ったのは、
当時は魚地村と埔里町はトロッコでつながっており、埔里町の
演習林事務室が近かったのも理由の一つだったと考えられます。

台湾演習林事務室の運命やいかに
北大の歴史的建築物としては唯一国外に残る台湾演習林事務室。残念ながら北大の手から離れてしまった

後、ほとんど利用されることなくその所属が二転三転し、現在も無人でいつ火災で焼失してもおかしくない状
態が続いています。実際1978年には、この演習林にあった別の北大の歴史的建築物が火災で焼失しています。
2002年には、演習林事務室が中興大学の建築として台湾の政府指定歴史建物に登録されたものの、現在でもこ
の歴史を知るべく看板等はありません。

私が去年北大台湾演習林百年祭をやろうと思ったことの発端は、百年前の1917年８月15日に開設された台
湾演習林派出所の演習林事務室と珈琲について、台湾の人々に知ってもらうことで、この演習林事務室を火災
などから守ってもらいたいと考えたからなのでした。

次号ではこの北大台湾演習林で作られていた北大珈琲についてご紹介したいと思います。

～第３回～
台湾通信

北大台湾同窓会会員・北大台湾演習林百年祭発起人 菅　大志

写真1：演習林事務室入り口の菱葺屋根
2017年８月15日撮影

写真2：演習林事務室右手前の屋根は戦後追加されたもの
2017年８月15日撮影

「北大珈琲」と「北大紅茶」
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第6回フォトコンテスト「北 大百景2018」審査結果発表!!
きぼうの虹フォトコンテストも今年で６回目となりました。テーマは「北大百景2018」。６月４日から24日までの３週間の応募期間で
54点の作品が寄せられました。今年は応募期間中梅雨のようなお天気が続き、なかなか北海道らしい爽やかな気候にならなかったのです
が、四季折々の力作が集まりました。その中から各審査員が悩みながら特選１点、入選５点を厳選いたしました。また、秋には昨年同様全応
募作品の展示会を予定しています。お楽しみに。
応募していただいた皆さん、ありがとうございました。来年もよろしくお願いいたします。

学生委員会賞

院生委員会賞

特　選
「独り」
木村　仁（工学部）
誰でしょうか。紅葉に見とれています。
私もまたそんな光景に見とれながらシャッ
ターを切る。
●審査員コメント
北大金葉祭の主役であるイチョウ並木（北12条
門）のライトアップを見事にカメラに収めた一枚
です。撮影者がコメントされているように圧倒
的な迫力で思わず息をのんで見とれてしまうの
も頷けます。カメラの意思なのでしょうか、悪
戯なのでしょうか、道の真ん中にいる他の撮影
者さえもぼかしています。北大の数少ない夜の
イベントを題材にした素晴らしい作品です。

「草影の物語」
井口　光（農学部森林科学科3年）
北大農場にて
●審査員コメント
北大の自然豊かさを表したこの一枚。北大ではリスはよく見かけ
られるが、キツネはなかなか見ることができないだろう。また、
ただ単にキツネを映しているだけではなく、親子キツネという温
かさを伝えるショットを撮ることで、北大の持つ自然本来の豊か
さ・温かさを表し、札幌という都会の喧騒に呑まれることなく自
然を保っている様子がうかがえる。

「【函館移行生への特効薬】」
高品　裕太（水産学部海洋生物科学科3年）

【効果】「札幌に戻りたい…」→「おぉッ、！案外、函館もえ
えとこやん！」と発想の転換を促します。
●審査員コメント
桜が散り、新緑の萌え出づる季節の変わり目の様子が美しい色彩
で切り取られています。東屋やベンチなどの人工物も綺麗な構図
で収まっており、函館キャンパスの魅力的な姿が伝わってきまし
た。函館キャンパスももちろん大事な北大の魅力であり、それを
見事に表現したこの作品は受賞に相応しいと感じ、選出させてい
ただきました。
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第6回フォトコンテスト「北 大百景2018」審査結果発表!!
審査員：生協学生委員会、院生委員会、教職員委員会、北大教職員写真同好会、生協理事会室から各 1名

＊教職員写真同好会の皆さんには、きぼうの虹の表紙写真をはじめ、長い間お世話になっております。この場を借りてお礼申し上げます。

特選および各賞入選者の皆さんには、生協電子マネーチャージを贈呈いたします。

教職員写真同好会賞

理事会室賞

「朝の照葉」
山田　夏希（農学部森林科学科）
朝、銀杏並木の脇に目をやると美しい紅葉とともに、鮮や
かな葉が金色の絨毯のように広がっていていました。
●審査員コメント
構図をとても意識して撮ったことがうかがえます。
対角に合わせて配置された紅葉が奥行きを感じさせ、この景色
がどこまでも続く様子が想像できます。また、縦の構図にする
ことで木々が迫力を増し、より印象に残る作品となりました。

「初夏の農学部」
鈴木　洸三郎（大学院情報科学研究科　修士1年）
6月中旬に農学部の校舎を魚眼レンズで撮影しました。
木々の色や日差しや空の青さがとてもきれいでした。
●審査員コメント
現在、学部校舎として使用している建物の中で、北大最古の
農学部校舎。 北大の「顔」とも言える風格のある建築物です。
北海道の初夏、眩しいけれど爽やかな青空と太陽を校舎が包
み込むように魚眼レンズで切り取った構図は、多くの学生を
育んできた包容力を感じさせます。

「真夜中のメインストリート」
山本　淳生（薬学部）
カメラを始めたばっかりでカッコいい夜景を撮ってみた
いなと思い人が少ない午前１時頃に撮った写真です。
●審査員コメント
外灯の星形にひかっている光が印象的ですね。「雪明り」と
いう言葉があるように、冬の夜は意外と明るいので幻想的
な出来栄えになったのではないでしょうか。きれいに除雪さ
れたメインストリートと校舎の構図も良く、理事会室で一番
人気でしたよ。

教職員委員会賞
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               
                                 

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

今
回
は
、
こ
の
時
期
お
申
し
込
み
が
増
え
る
海
外
旅
行
保
険
の
お
は

な
し
で
す
。
北
海
道
協
同
保
険
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
年
間
３
０
０
件
近
く

の
お
申
し
込
み
が
あ
り
、
海
外
へ
の
出
張
、
学
会
、
留
学
、
海
外
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
目
的
と
し
て
海
外
旅
行
保
険
に
加
入
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

海
外
旅
行
保
険
は
、
同
じ
保
険
種
類
で
あ
る
普
通
傷
害
保
険
が
け
が

に
よ
る
入
院
や
通
院
の
保
険
日
額
が
定
額
な
の
に
対
し
、
け
が
と
病
気

を
補
償
し
、
保
険
金
額
の
範
囲
内
で
実
損
払
い
で
す
。

補
償
プ
ラ
ン
は
、
ご
自
身
の
補
償
と
し
て
「
傷
害
死
亡
」「
傷
害
後

遺
障
害
」「
治
療
・
救
援
費
用
」「
疾
病
死
亡
」「
救
援
費
用
」、
他
人
に

け
が
さ
せ
た
り
物
を
損
壊
さ
せ
た
り
し
た
と
き
の
補
償
と
し
て
「
賠
償

責
任
」、
持
ち
物
の
補
償
と
し
て
「
携
行
品
損
害
」、
そ
の
他
の
補
償
と

し
て
「
偶
然
事
故
対
応
費
用
」「
航
空
機
寄
託
手
荷
物
」
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
、
そ
れ
ぞ
れ
の
補
償
を
適
宜
組
み
合
わ
せ
る
フ

リ
ー
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
。
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
は
必
要
な
補
償
が
パ
ッ

ケ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
の
で
安
心
で
す
。

補
償
を
考
え
る
場
合
、「
治
療
・
救
援
費
用
」「
賠
償
責
任
」
を
優
先

す
る
こ
と
が
大
事
で
、
セ
ッ
ト
プ
ラ
ン
で
は
「
治
療
・
救
援
費
用
」
を

無
制
限
に
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

東
京
海
上
の
保
険
金
支
払
い
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
保
険
金
支
払

い
の
大
半
が
「
疾
病
治
療
費
用
」（
疾
病
治
療
６
９
．
２
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
保
険
金
支
払
い
例
で
は
、
①
カ
ナ
ダ
で
転
倒
し
右
肩
か
ら

腕
に
か
け
て
骨
折
、
帰
国
後
に
手
術
、
入
院
・
通
院
、
後
遺
障
害
が
残

り
、
傷
害
治
療
費
用
55
万
円
、
傷
害
後
遺
障
害
１
２
０
０
万
円
、
偶
然

事
故
対
策
費
用
５
千
円
、
②
ア
メ
リ
カ
で
人
と
す
れ
違
う
際
に
転
倒

し
、
カ
メ
ラ
を
破
損
で
携
行
品
損
害
３
万
円
、
③
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
階

段
か
ら
転
落
し
左
膝
四
頭
筋
腱
破
裂
、
手

術
・
入
院
、
看
護
婦
と
と
も
に
帰
国
し
て

傷
害
治
療
費
用
76
万
円
、
救
援
者
費
用

91
万
円
、
④
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
ホ
テ
ル

の
部
屋
を
水
浸
し
に
し
て
弁
償
し
て
賠
償

責
任
62
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

海
外
で
病
気
や
け
が
を
し
た
場
合
の
治

療
費
や
救
援
費
用
は
高
い
の
で
、
海
外
旅

行
保
険
に
加
入
す
る
、
予
防
接
種
を
す
る

な
ど
の
十
分
な
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

海
外
旅
行
の
際
は
、
北
海
道
協
同
保
険

サ
ー
ビ
ス
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
8
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ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
、
飛
行
機
が
好
き
で
す
。
好
き

に
な
っ
た
こ
ろ
、
「
飛
行
機
は
な
ぜ
飛
ぶ
か
」
の
類

の
本
を
読
も
う
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
数
式
が
一
杯

あ
っ
て
、
悲
し
い
こ
と
に
何
の
こ
と
か
よ
く
わ
か
り

ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
挫
折
で
す
。
今
度
は
「
飛
行
機
は

な
ぜ
落
ち
る
か
」
の
類
の
本
を
手
に
取
っ
て
み
ま
し

た
。
こ
ち
ら
は
理
解
で
き
ま
す
。
な
ぜ
落
ち
る
か
が

わ
か
る
と
、
逆
に
な
ぜ
飛
ぶ
か
も
わ
か
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
航
空
機
事
故
に
関
す
る
本

を
ぼ
つ
ぼ
つ
読
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
時
期
か

ら
、
航
空
機
事
故
遺
族
と
航
空
機
事
故
救
援
の
手
記

を
集
中
的
に
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
八
十
冊
く

ら
い
は
あ
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は
日
本
で
も
大
き
な

航
空
機
事
故
が
い
く
つ
も
起
こ
っ
て
い
た
の
で
す
。

遺
族
の
人
た
ち
の
手
記
は
物
凄
い
も
の
で
し
た
。

ま
る
で
文
章
の
一
つ
一
つ
が
墓
標
の
よ
う
で
す
。
こ

ん
な
悲
し
い
話
が
世
の
中
に
あ
っ
た
の
か
と
絶
句
し

ま
し
た
。
ま
る
で
血
で
綴
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
と
思

う
文
章
が
あ
り
ま
す
。
読
み
な
が
ら

大
切
だ
と
思
う
個
所
を
付
箋
に
書
き

写
し
て
貼
っ
て
い
っ
た
ら
何
十
と
い

う
数
に
な
り
、
本
当
に
沢
山
の
墓
標

が
出
て
い
る
よ
う
な
姿
に
な
っ
た
本

も
あ
り
ま
す
。
一
冊
ま
た
一
冊
と
読

み
続
け
て
い
る
と
、
な
ん
で
自
分
は

こ
ん
な
悲
し
い
話
ば
か
り
読
ん
で
い

る
の
だ
ろ
う
と
、
何
だ
か
よ
く
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
遺
さ
れ
た
人
の
手
記
、

追
悼
集
、
凄
惨
な
救
援
の
記
録
を
読

み
始
め
る
と
い
う
時
、
覚
悟
の
気
持
ち
が
湧
い
て
き

ま
す
。
読
め
ば
気
持
ち
が
と
て
も
揺
れ
る
と
い
う
当

然
の
理
由
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、

人
が
生
き
る
こ
と
、
死
ぬ
こ
と
を
め
ぐ
る
自
分
自
身

の
認
識
も
揺
れ
て
、
そ
れ
を
つ
く
り
直
す
こ
と
を
迫

ら
れ
る
感
じ
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
何
十
冊
か
読

め
ば
揺
れ
な
く
な
く
な
る
と
い
う
の
で
も
な
く
て
、

必
ず
何
か
新
し
い
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
す
。
一
つ
一

つ
が
他
に
代
え
が
た
い
。
人
間
一
人
一
人
の
か
け
が

え
の
無
さ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
か
、
と
実
感
す
る
思

い
が
あ
り
ま
す
。
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
何
百
人

の
人
と
会
っ
て
も
、
次
の
一
人
は
、
必
ず
こ
れ
ま
で

の
ど
の
人
と
も
違
う
と
い
う
こ
と
と
、
同
じ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

そ
の
う
ち
、
何
が
ど
う
と
言
う
の
は
難
し
い
の
で

す
が
、
自
分
が
成
長
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
が
湧
い

て
き
ま
し
た
。
人
と
し
て
も
、
心
理
専
門
職
と
し
て

も
。
自
分
で
言
う
の
は
恥
ず
か
し
い
の
で
す
け
れ
ど
。

五
十
過
ぎ
て
成
長
す
る
ん
だ
！
と
い
う
感
じ
で
す
。

た
く
さ
ん
の
遺
族
の
手
記
、
追
悼
記
、
救
援
の
記
録

か
ら
、
い
つ
し
か
膨
大
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
、
人
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
、
死
ぬ
と
い
う
こ
と
、

悲
し
む
と
い
う
こ
と
、
愛
す
る
と
い
う
こ
と
、
さ
さ

え
合
う
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
、
じ
つ
に
豊
穣
な

沃
野
で
し
た
。

死
に
ま
つ
わ
る
こ
と
に
は
、
人
を
成
長
さ
せ
る

力
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
死
と
そ
の
過
程
に
関

す
る
研
究
で
一
般
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
キ
ュ
ー

ブ

ラ

ー
・

ロ

ス

は
、
死
を
目
前
に

し
て
、
人
は
最
後

の
成
長
を
す
る
の

だ
と
言
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、こ
れ
は
、

自
分
自
身
の
死
と

い
う
極
限
の
話
で

す
。
加
齢
に
よ
り

死
の
実
感
が
少
し

ず
つ
迫
り
つ
つ
あ

る
世
代
の
み
な
ら

ず
、
死
を
意
識
し
な
い
若
い
世
代
の

人
に
も
益
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
、
私
は
最
近
は

授
業
で
も
、
死
に
関
し
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
触
れ
る

こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
で
も
や
っ
て
み
た
い
な
、

名
付
け
て
「
デ
ス
・
ゼ
ミ
」
。
学
生
さ
ん
と
相
談
し

て
い
ま
す
。

大
事
故
大
災
害
の
記
憶
の
風
化
が
危
惧
さ
れ
て
い

ま
す
。
で
も
、
大
切
な
こ
と
だ
か
ら
と
、
襟
を
正
し

て
学
ぶ
と
い
う
だ
け
で
は
窮
屈
だ
と
思
い
ま
す
し
、

続
く
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
内
容
は
、
極
限
の
悲
惨

な
の
で
す
。
被
災
者
の
一
番
の
心
の
傷
は
、
忘
れ
去

ら
れ
る
こ
と
、
と
言
い
ま
す
。
関
心
を
持
ち
続
け
ら

れ
る
こ
と
の
意
味
は
、
と
て
も
大
き
い
で
し
ょ
う
。

大
事
故
大
災
害
の
死
に
満
ち
た
記
録
に
は
、
私
た

ち
を
成
長
さ
せ
る
豊
饒
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、

も
っ
と
言
わ
れ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
、
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

渡邊 誠

○

死をめぐる沃野

こころの
健康を考える 53
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委
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学
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委
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院
生
委
員
会

院

生

委
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委
員
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教
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会
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■
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
食
べ
放
題
＆
小
樽

運
河
自
由
散
策
バ
ス
ツ
ア
ー
」
開
催

７
月
７
日
（
土
）
生
協
組
合
員
（
留

学
生
優
先
）
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

友
達
同
士
・
カ
ッ
プ
ル
・
今
回
は
少
な

か
っ
た
で
す
が
乳
幼
児
や
子
ど
も
連
れ

家
族
９
ヵ
国
57
人
が
参
加
。

悪
天
候
の
影
響

で
さ
く
ら
ん
ぼ
の
生

育
が
遅
れ
て
い
た
の

と
前
日
ま
で
の
降
雨

で
農
園
の
中
は
ぬ
か

る
ん
で
、
収
穫

可
能
は
２
種
類

で
し
た
が
赤
く

て
も
甘
味
が
な

く
、
み
な
さ
ん

は
少
し
で
も
甘

い
さ
く
ら
ん
ぼ

を
探
し
て
足
元

を
気
に
し
な
が

ら
、
も
ぎ
取
っ

て
は
口
に
運
ん

で
い
ま
し
た
。
残
念
な
【
さ
く
ら
ん
ぼ

狩
り
】
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

雨
に
濡
れ
ず
に
初
め
て
自
分
で
も
い
で

自
由
に
食
べ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
各
自
小
樽
運
河
自
由
散
策

を
楽
し
ま
れ
て
無
事
に
帰
札
。
降
車
時

に
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

笑
顔
で
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
留
学
生
に
対
応
し
た
生

協
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。

■
教
職
員
総
代
会
議
：
学
内
７
ヶ
所
で

８
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を
利

用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の
営

業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様
に
利
用

者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご
意
見
を
う
か

が
っ
て
い
ま
す
。

６
月
は
12
日
～
14
日
、
７
月
は
10
日

～
12
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
１
回
、
18
時

～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
代

会
議
で
上
が
っ
た
組
合
員
の
声
に
つ
い

て
の
検
討
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。

６
月
は
14
日
、
７
月
は
24
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

今
号
は
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果

発
表
号
で
す
。
応
募
数
は
昨
年
よ
り
も

若
干
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
質
の
高

い
作
品
が
多
く
、
審
査
員
も
悩
ん
だ
末

の
各
賞
で
す
。
入
選
し
な
か
っ
た
作
品

の
中
か
ら
も
、
来
年
の
北
大
卓
上
カ
レ

ン
ダ
ー
に
使
わ
れ
る
作
品
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

【 

編
集
後
記 

】

き
ぼ
う
の
虹
３
７
７
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

や
っ
と
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品
展
示

を
今
年
も
秋
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

応
募
い
た
だ
い
た
力
作
を
、
多
く
の
方

に
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
様
、
是
非
見
に
来
て
く
だ

さ
い
。

■
第
１
回
学
生
総
代
会
議

　
（
総
代
の
つ
ど
い
）

６
月
18
日
、
19
日
で
総
代
会
後
初
と

な
る
第
一
回
学
生
総
代
会
議
を
北
部
食

堂
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
内
容
と
し
て

は
、
ま
ず
は
総
代
に
対
し
て
改
め
て
総

代
の
役
割
や
生
協
の
説
明
、
ま
た
そ
の

後
に
は
総
代
に
対
し
て
食
堂
を
使
っ
て

き
た
こ
と
に
対
す
る
感
想
や
意
見
交
流

を
職
員
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
後
は
総
代
と
職
員
と
一
緒
に

意
見
交
流
で
出
た
意
見
を
も
と
に
し
て

ど
の
よ
う
な
企
画
が
で
き
る
か
を
考
え

て
企
画
創
り
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
、
次
は
７
月
17
日
（
火
）
に
実
施
予

定
で
す
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ
、T

w
itter

http://hokudaigi.w
eb.fc2.com

/

＠H
U

_CO
O

P_GI_CS

学
生
委
員
会
の
活
動
や
学
生
委
員
の

日
頃
の
様
子
な
ど
、
学
生
委
員
会
の
こ

と
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

公
式
Ｈ
Ｐ
・T
w

itter

を
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

学
生
委
員
会
に
意
見
・
質
問
の
あ
る

方
は
、
こ
ち
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
委
員
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
!!

■
６
月
16
日
（
土
）　
“
院
生
交
流
ジ
ン

パ
２
０
１
８
”
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
30
名

開
催
当
日
は
、
数
年
振
り
に
良
い
天

候
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
院

生
30
名
（
院
生
委
員
10
名
含
む
）
が
集

ま
っ
て
北
海
道
の
風
物
詩
・
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
を
囲
ん
で
交
流
し
ま
し
た
。
今
年

も
幅
広
い
研
究
科
（
院
）
か
ら
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
次
も
交
流
企
画

を
や
っ
て
ほ
し
い
」「
来
年
も
ジ
ン
パ

を
や
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
あ
り
が
た
い

声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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へ行こう

札
幌
農
学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
と

正
門
の
設
置

と
こ
ろ
で
、
現
在
地
に
初
代
正
門

が
完
成
し
た
の
は
１
９
０
４
年
10
月

で
す
。
１
９
０
３
年
、
北
一
条
に

あ
っ
た
札
幌
農
学
校
が
北
八
条
に
移

転
し
た
こ
と
を
機
に
第
一
農
場
が

１
９
０
４
年
３
月
か
ら
順
次
移
転

し
、
農
学
部
本
館
に
至
る
道
路
と
と

も
に
７
月
に
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
正

門
の
奥
に
は
中
門
と
門
衛
所
も
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

上
述
の
通
り
初
代
正
門
は
、
赤
煉

瓦
と
灰
色
の
硬
石
を
交
互
に
重
ね
た

も
の
で
し
た
。
主
門
と
脇
門
は
、
煉

瓦
の
腰
壁
で
繋
げ
ら
れ
、
そ
の
上
に

鉄
柵
を
載
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し

た
特
徴
で
ピ
ン
と
き
た
方
も
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
う
、
現

在
の
北
海
道
大
学
南
門
が
初
代
正

門
、
す
な
わ
ち
「
札
幌
農
学
校
正

門
」
で
す
。
も
と
も
と
、
主
門
の
鉄

扉
は
な
く
移
転
後
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ
、
現
在
の
正
門
の
計
画

時
、
南
門
も
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

で
新
築
す
る
予
定
で
、
実
際
に
予
算

も
承
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

も
関
わ
ら
ず
、
移
転
し
た
の
は
当
時

の
財
政
事
情
も
影
響
し
た
の
で
し
ょ

う
。
と
は
い
え
、
西
側
の
脇
門
の
腰

壁
の
一
部
が
通
行
用
に
削
ら
れ
た
も

の
の
、
往
時
の
姿
を
今
に
伝
え
て
く

れ
ま
す
。

当
時
の
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
付
近
と
門

衛
所現

在
の
正
門
を
入
っ
た
右
手
、
現

在
本
部
事
務
所
の
位
置
に
は
予
科
及

実
科
教
室
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

ま
り
、
昭
和
天
皇
が
農
学
部
本
館
に

滞
在
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
現
在
の

正
門
が
設
置
さ
れ
た
の
で
す
。

新
た
な
正
門
を
設
置
す
る
に
あ
た

り
、
北
海
道
帝
国
大
学
営
繕
課
で
は

課
内
か
ら
設
計
案
を
募
集
し
、
30
点

余
の
応
募
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
正
門
を
設
置
す
る

札
幌
駅
か
ら
通
称
「
北
大
通
り
」

を
北
に
進
む
と
、
歩
道
で
カ
メ
ラ
を

構
え
る
観
光
客
の
姿
を
み
か
け
ま

す
。
今
回
は
、
札
幌
の
観
光
地
と
も

い
え
る
北
海
道
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で

記
念
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
る
正
門
を
み
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

陸
軍
特
別
大
演
習
と
北
海
道
大
学
帝

国
大
学
正
門
の
改
築

現
在
の
正
門
は
２
代
目
の
正
門
と

し
て
１
９
３
６
年
に
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
年
、
北
海
道
で
は
陸
軍

特
別
大
演
習
と
昭
和
天
皇
の
地
方

行
幸
が
あ
り
ま
し
た
。
北
海
道
庁

は
、
そ
の
記
録
を
『
記
念
写
真
帖
』

（
１
９
３
８
）
と
し
て
遺
し
て
い
ま

す
。
札
幌
地
方
へ
の
最
初
の
行
幸
は

10
月
１
～
２
日
で
、
同
書
は
「
大
本

営
（
北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
）」

の
説
明
と
と
も
に
現
在
の
農
学
部
本

館
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
つ

の
か
、
世
間
の
関
心
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。
実
際
、「
北
海
タ
イ
ム
ス
」

は
応
募
案
（
１
９
３
６
．２
．８
）
や

工
事
中
（
１
９
３
６
．９
．６
）
の
記

事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
実
施
設
計

は
、
優
秀
案
を
も
と
に
営
繕
課
長
で

あ
っ
た
落
藤
藤
吉
（
お
ち
ふ
じ
と
う

き
ち
）
が
担
当
し
ま
し
た
。
旧
正
門

は
赤
煉
瓦
と
硬
石
を
重
ね
た
も
の

で
、
そ
の
両
脇
に
人
の
背
丈
ほ
ど
の

木
柵
を
設
け
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

の
正
門
と
塀
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

工
費
は
２
６
，
０
０
０
円
余
で
あ
っ

た
と
い
い
ま
す
。

花
崗
岩
で
仕
上
げ
ら
れ
た
こ
の
正

門
は
、
垂
直
性
が
強
く
、
当
時
世
界

的
に
流
行
し
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
調
の

幾
何
学
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
主
門
は

高
さ
4.5
ｍ
、
脇
門
は
3.5
ｍ
の
堂
々
と

し
た
も
の
で
す
。
主
門
の
門
柱
に
は

照
明
も
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
竣
工
直

後
の
写
真
に
は
、
ま
だ
現
在
の
鉄
扉

は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
主
門
の
北

側
の
門
柱
に
大
学
名
が
記
さ
れ
て
い

る
の
は
現
在
と
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
門
に
つ
づ
く
石
積
の
塀

は
１
９
６
７
～
１
９
７
３
年
に
ク

ラ
ー
ク
会
館
や
百
年
記
念
館
を
設
計

し
た
太
田
實
教
授
の
設
計
で
改
修
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

第2回

～北海道大学正門～
北海道大学客員准教授・非常勤講師

角　　哲（かく　さとる）

の
施
設
は
、
専
門
課
程
に
進
む
前
に

教
養
科
目
を
学
ぶ
た
め
の
も
の
で

す
。
ま
た
、
左
手
の
国
際
交
流
会
館

の
位
置
に
は
、
当
時
官
舎
が
軒
を
連

ね
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
南
門
の
脇
に
は
入
構
車
両

を
管
理
す
る
守
衛
所
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
建
物
は
、
も
と
も
と
予
科
及
実

科
教
室
か
ら
木
立
の
中
を
北
に
進
む

道
の
角
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
旧

正
門
と
と
も
に
建
設
さ
れ
た
門
衛
所

で
す
。
当
初
は
現
在
の
半
分
ほ
ど
の

規
模
の
建
築
で
、
１
９
２
４
年
に
増

改
築
さ
れ
ま
し
た
。
下
見
板
と
い
う

ペ
ン
キ
塗
り
の
白
い
板
壁
と
、
半
切

妻
と
い
う
ト
タ
ン
仕
上
げ
の
緑
の
屋

根
の
構
成
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
後

に
建
設
さ
れ
た
旧
昆
虫
学
及
養
蚕
学

教
室
（
１
９
０
１
、
国
登
録
有
形
文

化
財
）
と
同
じ
で
、
旧
正
門
と
と
も

に
札
幌
農
学
校
時
代
の
生
き
証
人
と

し
て
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
佇
ん
で

い
ま
す
。

正門の全景と観光客
花崗岩仕上げの正門

南門と旧門衛所

「北海道大学」と掲げる
主門の北側の門柱

2018 年 8 月 1 日 よりよい生活と平和のために 第 377 号　（ 8 ）


